
     竹田市立 白丹小学校 

1 学力向上プランの概要 
(1) 学力の個人差があるため、授業以外に火曜日・木曜日にスキルタイム（15 分間）金曜日に補充学

習（20 分間）の時間を設け、基礎・基本の学習を行ったり活用問題に取り組んだりする個別学習

を進める。 
(2) 学習規律を徹底し、どの学年もいつでもどこでも落ち着いて学習できる取り組みを行う。 
(3) 毎月第 3 週を「家庭学習週間」と位置付け、「家庭学習カード」を保護者に記入してもらい、担任

がチェックを行い学校と家庭において学習の習慣づけを行う。家庭学習の状況については各月ご

とにまとめ PTA 資料等に載せ全体に還流する。 
 
 

2 取り組み事例 
(1) 新大分スタンダードに則り、「めあて」と「まとめ」を明確にした授業を行う。板書では、「問題」

「課題」「めあて」「まとめ」をカードで位置付け、板書とノートの記入が一体化するような授業

を心がけている。 
(2) スキルタイムでは、火曜日（国語 言語事項・漢字）木曜日（算数 計算力の向上）を 15 分間無

言で取り組むように指導している。 
(3) 金曜日「補充学習」においては、その週に学習した内容について充分定着していなかった部分を

ドリル学習等で補うようにしている。 
(4) ペア学習やグループ学習を 1 単位時間の中で位置付けるようにして互いに意見交換したり友だち

の考えを聴き、自分の考えの参考にするような活動をしている。 
(5) 水曜日・金曜日は 10 分間の朝読書の時間を設け、教室において担任と一緒に読書に親しむ時間を

設けている。毎月 20 日を「ノーメディア・親子読書の日」と設定し、親子で読書に親しむような

習慣づけに取り組んでいる。 
(6) 各学期 2 回以上「互見授業」を実施し教職員同士の意見交換を行ったり、校内研修においてその

様子を還流したりしている。 

 

3 その他 
(1)6 年生は 3 名、5 年生は 8 名と少人数であり、学力の差もあまり大きくはない。これまで少人数できめ細

かい授業を受けてきたことが大きな要因であると思われる。 
 


